
第３章 災害対応

7月3⽇（⾦）
21︓39 大⾬警報 発表

23︓00 村内全域に避難準備・高齢者等避難開始、避難所2ヶ所開設

23︓55 土砂災害警戒情報 発表
7月4⽇（土）
0︓14 ⼭田地区へ避難勧告 発令（966世帯 2,807人）

1︓34 洪水警報 発表

1︓53 万江地区へ避難勧告 発令（240世帯 634人）

2︓30 万江川、避難判断水位に到達

3︓00 万江川、はん濫危険水位に到達

4︓50 大⾬特別警報 発表

4︓55 村内全域に避難指示 発令

5︓30 災害対策本部設置、第1回会議開催

7︓00
消防団（第1〜第5分団）召集、詰所待機
第6〜第8分団は道路災害等により出動不可

10︓30 第2回災害対策本部会議開催
村内各地で停電発生、電話も使用不可

11︓00 熊本県へ自衛隊派遣要請
11︓15 フェイスブックによる災害情報提供開始（モバイルルーター使用）
16︓48 大⾬特別警報 解除
17︓58 洪水警報 解除

20︓00 第3回災害対策本部会議開催
※沢水・尾寄崎・⿃屋・白岳・水無出口・水無・大川内・熊の原・合子俣地区の安否未確認

21︓00 119番通報の使用不可、防災無線による周知

１．初動対応
本村では、「山江村地域防災計画」に基づき、災害が発生したとき又は発生するおそれがある場合に、速

やかに関係機関と緊密な連携を図り、災害予防及び応急対策など、災害の拡大を防止するための諸施
策について定めています。

7月3日21時39分の大雨警報の発表を受け、災害注意体制（警戒レベル2）をとり、総務課防災担当班が
登庁。雨量や河川水位など災害応急対策に必要な情報収集を開始しました。今後も大雨が続くことが予
想されたことから、23時00分に村内全域に避難準備・高齢者等避難開始を発令し、自主避難所を2箇所
開設しました。

23時55分に土砂災害警戒情報が発表されたことに伴い、災害警戒体制（警戒レベル3）に体制を引き上
げ、災害対応班を増員するとともに、土砂災害危険度情報及び万江川水位情報から翌4日の0時14分に
山田地区へ避難勧告を発令しました。

また、1時34分に洪水警報の発表、1時45分には土砂災害情報危険度3が発表されたことに伴い、1時53
分に万江地区へも避難勧告（村内全域）を発令しました。

その後、4時50分に大雨特別警報が発表されたことに伴い、4時55分に村内全域に避難指示を発令。全
職員の参集を指示し、災害対策本部を設置。国・県等の関係機関と連携し、人命救助や被害箇所の応
急復旧、断水地域への給水支援等の対策を実施しました。
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7月5⽇（⽇）
・早朝、自衛隊が第16区へ支援物資を運搬のため出発
・災害対策本部会議開催
・職員による現地確認
（第１班）淡島・足算瀬・葛・柚木川内・屋形・向鶴地区
（第２班）⿃屋・尾寄崎地区
（第３班）小鶴・沢水・白岳・水無出口・水無・大川内地区
※熊の原・⼭口・合子俣地区は自衛隊による確認

・村内小中学校、休校決定
・給水⾞による給水開始（万江コミセン）

7月6⽇（月）
・災害対策本部会議開催
・国土交通省・リエゾン到着
・村⻑による防災無線での呼びかけ
・職員、自衛隊、駐在官による支援物資の運搬
（第１班）白岳・水無・水無出口地区
（第２班）大川内・⼭口・合子俣地区
・救助ヘリ要請→悪天候により翌日救助へ
・災害廃棄物受⼊開始（蕨野団地、8/31まで）

7月7⽇（火）
・災害対策本部会議開催
・ふるさと納税（さとふる）での災害受付開始
・職員、自衛隊による支援物資運搬（⿃屋・尾寄崎地区）
・DMAT到着、自衛隊と陸路救助（大川内地区 6名）
・LGWAN回線復旧（インターネットは未復旧）
・回線を切り替え⼭江村ホームページで情報提供開始

7月8⽇（水）
・自衛隊、ヘリによる救助
（尾寄崎地区 6名、⼭口・熊の原・合子俣地区 8名）
・支援物資運搬
・職員、自衛隊による陸路救助（水無地区 9名・白岳地区7名）
・災害対策本部会議開催
・仮設住宅建設、中央グラウンドを候補地に決定
・避難指示解除（村内全域）

7月9⽇（木）
・災害対策本部会議開催
・⼭江村消防団幹部会議開催
・災害義援⾦口座開設

7月10⽇（⾦）

・災害対策本部会議開催
・給水所移動（万江コミセン→淡島ゲストハウス）
・給水ポイントの追加（木のふれあい館）
・⼭江村社会福祉協議会、ボランティアセンター開設
・住家被害調査を開始

7月11⽇（土）
・仮設住宅建設着⼿（中央グラウンド、25⼾）
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7月12⽇（⽇）
・消防団出動、屋形・柚木川内地区で救援活動
・自衛隊による⼊浴支援開始
（万江川木のふれあい館、7/19まで）

7月13⽇（月）
・災害対策本部会議開催
・人吉市で新型コロナウイルス感染者発生により感染予防対策として
避難所等⽴⼊規制

・災害支援ナースの配置（2名体制 7/19まで）
・仮設トイレ設置（淡島地区、葛地区、向鶴地区）
・村内小中学校の学校再開
（万江小学校の給⾷は⼭田小学校で調理し運搬）

7月14⽇（火）
・災害対策本部会議開催

7月15⽇（水）
・災害対策本部会議開催
・益城町より原動機付自転⾞3台寄贈
・球磨村災害廃棄物受け⼊れ（ふれあいパークみのばる）
・断水区域全て仮復旧

7月16⽇（木）
・災害対策本部会議開催
・給水支援終了

7月17⽇（⾦）
・災害対策本部会議開催
・在宅避難者のため被災地域（万江コミセン、淡島公⺠館、屋形多目的集会施設）へ支援物資搬⼊
・他町村の被災児童の受⼊

7月20⽇（月）
・災害対策本部会議開催
・り災証明申請受付開始
・万江小学校の給⾷、学校での調理を再開

7月21⽇（火）
・災害対策本部会議開催
・スクールタクシーによる通学再開

7月22⽇（水）
・災害対策本部会議開催
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7月24⽇（⾦）
・災害対策本部会議開催
・災害ボランティアセンター閉所（復興支援センターへ移⾏）

7月27⽇（月）
・災害対策本部会議開催

7月29⽇（水）
・災害対策本部会議開催
・⼭江村議会現地調査
・仮設住宅⼊居募集開始（8/11まで）

7月30⽇（木）
・九州北部、梅⾬明け
・災害対策本部会議開催、復興対策本部へ移⾏
・避難所へ陸上自衛隊⻄部⽅面⾳楽隊が慰問

7月31⽇（⾦）
・復興対策本部会議開催（以降、継続開催）
・白岳・水無地区の避難者避難所退去、避難所を2ヶ所→1ヶ所へ

8月5⽇（水）

・村内小学校避難所慰問

8月13⽇（木）
・⼭江村議会臨時会

8月20⽇（木）
・中央グラウンド仮設団地 ⼊居者説明会

8月22⽇（土）
・中央グラウンド仮設団地 引き渡し
・避難所閉鎖（福祉避難所︓8/25閉鎖）

⼭江村ケーブルテレビのYouTubeで動画をご覧いただけます。
（資料P56〜P57参照）
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２．災害対策本部
7月4日5時30分に山江村災害対策本部を設置、第1回目の災害対策本部会議を開催し、被害・避難

者情報の共有及び今後の各部の対応について協議を行いました。
災害対策本部会議には、自衛隊、消防をはじめ、国や熊本県、支援団体等の関係機関へ参加を要請

し、人命救助を最優先としながら、状況把握や課題の整理、今後の対応等の情報を共有することで協力
体制の構築を図りました。

以降、同年7月31日に山江村復興対策本部へ移行されるまでに、計25回の会議を開催しました。

7月4日の第1回災害対策本部会議の後、村内全域の被害状況を把握するため役場災害対応班毎に
分かれ現地確認を実施しました。

現地確認では、土砂崩れや河川氾濫により複数箇所で道路が決壊しており、一時的に20集落で孤立を
確認しました。村内各地の約510戸で停電が発生し、固定電話やＦＡＸ、インターネットは通信回線の断線に
より7月4日から広範囲で不通となったため、安否確認に時間を要し、村内全域の安否確認が完了したの
は翌5日の午後となりました。

- 12 -



孤立集落の安否確認にあたっては、生活インフラの状況や食糧等の必要物資の確認に加え、被災者の健康
状態を把握するため、持病や処方箋の情報も併せて確認し、薬の調達等の通院支援を行いました。

また、県応援医師や災害派遣医療チーム（DMAT）と情報共有し、被災者の保健医療の対応にあたりました。

（県応援医師・DMATとの情報共有）

（災害対応情報を共有するためホワイトボードへ掲示）
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番号 ⾏政区 地域 世帯数 人数 道路啓開

① 11 ⻄小路 1 4 7/5復旧

② 12 萩 4 8 7/17仮復旧

③ 14 淡 島 13 34 7/8仮復旧

④

15

葛 10 25 7/8仮復旧

⑤ 柚木川内 12 38 7/8仮復旧

⑥ 向 鶴 9 18 7/8仮復旧

⑦ 屋 形 6 18 7/8仮復旧

⑧ 小 鶴 1 7 7/8仮復旧

⑨ 横 ⼿ 2 4 7/5仮復旧

⑩ 日 当 1 2 7/5仮復旧

⑪ ⿃ 屋 4 5 7/8仮復旧

⑫ 尾寄崎 7 14 8/12仮復旧

⑬ 沢 水 2 5 7/8仮復旧

⑭

16

白 岳 4 9 7/8仮復旧

⑮ 水無出口 1 2 7/8仮復旧

⑯ 水 無 4 6 7/8仮復旧

⑰ 大川内 6 10 7/25仮復旧

⑱ 熊の原 1 3 8/12仮復旧

⑲ ⼭ 口 4 6 8/12仮復旧

⑳ 合子俣 1 1 9/2仮復旧

合 計 93 219

〇孤⽴集落

通信機器 不通日時 原因等 復旧日時

防災⾏政無線
（屋外拡声子局） 7月7日 停電のため（一部地域） 8月27日

固定電話 7月4日午前 回線の断線 7月8日午前

携帯電話 － 一部キャリアで不通 －

Ｆ Ａ Ｘ 7月4日午前 回線の断線 7月8日午前

インターネット 7月4日午前 回線の断線 7月8日午後

※通信⼿段確保の対応
・固定電話が不通であった間、役場所有の携帯電話を主な通信⼿段として使用。（転送サービスによる対応）
なお、熊本県防災情報ネットワークシステムの衛星回線は使用可であった。

・人吉下球磨消防組合の119番通報が不通であった間、緊急通報は一時的に役場を経由しての対応。
（ボイスパケットトランシーバーを使用）

・衛星電話の貸出（九州総合通信局、NTTドコモ）

〇通信機器の被害

▼…①⻄小路

▼…②萩

▼…③淡島

▼……④葛
▼…⑤柚木川内

▼……⑦屋形
▼…⑥向鶴

▼…⑧小鶴

▼……⑨横⼿

▼…⑩日当

▼…⑫尾寄崎

▼…⑪⿃屋

▼…⑬沢水
▼…⑭白岳

▼……⑮水無出口
▼…⑯水無

▼…⑰大川内

▼…⑱熊の原
▼……⑲⼭口

▼…⑳合子俣

孤⽴集落位置図

山江村役場
▼
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◆番慶地区 ◆大平地区

第11区

特に被害が
大きかった地区

第12区

◆下払地区

◆内畑地区 ◆萩地区

◆椎谷地区
①

②

③

①

②

③

▼下払自治会館

▼尾崎公⺠館

1

1

2 3

3

2
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第13区

◆城内地区

◆下の段地区

①
②③

④
⑤

⑥
⑦

城内団地
▼

2 3

特に被害が
大きかった地区
第13区

1

4 5

6 7

温泉ほたる
▼

下之段橋
▼
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第14区

淡島神社
▼

①④
③

◆淡島地区

1

2 3

4 5

特に被害が
大きかった地区

②

⑤
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①② ③

④

淡島神社
▼

◆足算瀬地区

2

3 4

第14区

特に被害が
大きかった地区 1

5

⑤

足算瀬橋▼
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第15区
◆葛地区

▼ほたるの荘

①②

③
⑥
⑤
④

◆柚木川内地区

1 2

3

4 5

特に被害が
大きかった地区

6

柚木川内橋▼
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◆屋形地区

第15区

1

3

4 5

第15区

特に被害が
大きかった地区

▼ほたるの荘
①

②③

⑤
④

2
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◆尾寄崎地区特に被害が
大きかった地区

第15区

▼キャンプ場

1

2 3

4 5

6 7

①②

③

④
⑤

⑥
⑦

六郎橋
▼

弥七橋
▼

やまめの森
▼

やまめ生産組合▼
堰の口橋▼

▼橋詰橋
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◆白岳地区

第16区

◆水無地区

1 2

3 4

①②

③

④
特に被害が

大きかった地区
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第16区

◆大川内地区

第16区

特に被害が
大きかった地区

①②

1

3

4

③

④
⑤
⑥
⑦

大川内公⺠館▼
2

5

6 7
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